
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
東京都 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
あきる野市 

取 組 の 名 称 
小学校食育推進活動（農業体験） 

実 施 時 期 
通年 

取 組 内 容  市内の小学校では、東京都内でありながら近隣に農地が残っている学校周辺の環

境を生かし、水田や畑で稲作や野菜の栽培を行っています。また、収穫した農産物

を調理実習や餅つきなどにより実際に食することで、農と食について体験を通して

学んでいます。 
  
 稲作体験は、全１０校中７校が地域の農家の指導の下、水田を利用して実施して

います。他の３校は校内の水田やバケツ栽培により体験を実施しており、学期ごと

におおむね以下のような内容で体験を行っています。 
 １学期 種もみ蒔き、育苗、代掻き、田植え、草取り、案山子づくり等 
 ２学期 稲刈り、脱穀、精米等 
 ３学期 炊飯、餅つき、おはぎつくり等 
 
 農業体験（野菜作り）は、大根、トウモロコシ、サツマイモや、地域の伝統野菜

であるのらぼう菜等を、地域の農家の指導の下、学校近隣の圃場や校内の学校園を

利用して行っています。土づくりから播種、定植、草取り、収穫まで体験し、収穫

後は大根うどん、ポップコーン、スイートポテト、おやき等に調理して食べます。

自ら育てた身近な地元産野菜を調理し、食べることを通して地産地消の意義などを

学んでいます。 
 
 
 
 
 
 

  
稲作体験（脱穀作業）        学校近隣の畑での農業体験 

 学校や周囲の環境に合わせて、工夫して取組を行っています。 

 



【様式２】  

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

東京都 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

北区 

取 組 の 名 称 健康づくり推進店講演会 

実 施 時 期 １０月１６日（水） 

取 組 内 容 区民向けに講演会を実施し、外食・中食の上手な選び方、付き合い方について

の知識向上を図るとともに、健康的なメニューを提供している北区健康づくり推

進店を紹介しました。 

 

 

 

 

【タイトル】 

栄養学のプロが教える外食健康術 

 

【内 容】 

① 女子栄養大学 准教授 林 芙美氏による講演 

・外食・中食（お弁当やお惣菜）を上手に選ぶコツ 

② 北区健康づくり推進店の紹介と健康づくり普及サポーターの活動紹介 

 ※参加者の方に、北区健康づくり推進店「ヘルシーメニュー＆シニア元気 

メニューのあるお店」パンフレットを配布しました。 

 

【参加者】 

 北区民 ９３名 

 

【評 価】 

 講演会終了後、参加者にアンケートを実施し、 

評価としました。 

 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

東京都 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

目黒区（環境清掃部 清掃リサイクル課） 

取 組 の 名 称 ① 「食べきり協力店」の登録制度化 

② 第４８回目黒区消費生活展におけるフードドライブの実施 

③ 食品ロス削減を啓発する区報掲載とパネル展示、チラシ配布 

実 施 時 期 ① 令和元年１０月３０日から実施 

② 令和元年１１月９日 

③ 区報は令和元年１０月５日発行、 

パネル展示は令和元年１０月１５日～２５日、１２月９日～２０日 

取 組 内 容 ① 令和元年５月３１日に公布された「食品ロスの削減の推進に関する法律」が

１０月１日に施行されたことに伴い、目黒区として食品ロス削減対策をより

強化するため「食べきり協力店」を制度化することとし、１０月３０日から

実施している。「食べきり協力店」は、リデュースとリユースにつながる賢い

買い物を広めるルールに協力する「めぐろ買い物ルール参加店」のなかに位

置付けたものであり、令和元年１２月末時点の登録店舗は１３店舗である。 

   ＜食べきり協力店ステッカー＞ 

 

② 令和元年１１月９日に開催された「第４８回目黒区消費生活展」において、

家庭で未利用の食品を持ち寄り必要としている人に届ける「フードドライブ」

を実施し、集まった食品（総計１９６点、総重量５８．８ｋｇ）は、フード

バンクを通じて、福祉施設などに寄付した。 

  ＜フードドライブで集まった食品＞ 

 

 



③ 食品ロス削減を啓発する区報掲載を行った（１０月５日発行）。また、目黒区

役所総合庁舎において、以下の内容のパネル展示を行い、併せて関連するチ

ラシ配布を行った。 

【１０月１５日～２５日】 

・食品ロスの発生原因や削減に取り組む必要性を周知 

・フードドライブ実施の周知 

・食品ロス削減につながるごみ減量アイデアの紹介他 

【１２月９日～２０日】 

・食べきり協力店制度の紹介 

・「３０１０（さんまるいちまる）運動」（宴会などでの食べ残しを減らす

取組）の紹介他 

       
  ＜食品ロス削減を特集した区報＞   ＜パネル展示の様子＞ 

 
 
 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

東京都 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

東久留米市 

福祉保健部健康課 

取 組 の 名 称 「めざましスイッチ朝ごはん月間」PR 

実 施 時 期 ９月２日（月）～３０日（月） 

取 組 内 容 多摩小平保健所圏域５市では９月を「めざましスイッチ朝ごはん」月間とし、「朝

食の欠食を減らす」「野菜の摂取量を増やす」ことを目標に市民に対して働きか

けをおこなっています。 

健康課では来館者に対して、月間の PRとして朝食に関するパネルの展示と朝ごはん

にぴったりの「東くるめの野菜レシピ Part1 ～11」、過去に行った調理実習のレシピ

等を自由にとれるようにしました。 

また、広報ひがしくるめに記事を掲載し、“朝食を食べる習慣の重要性”などを伝え

ました。今回新たに、広報に掲載した記事の詳細内容をパネル作成して掲示し、よ

り目を引く内容に工夫しました。 

 

 

 

パネル展示 

毎日朝ごはん食べてる？食べてない？

朝ごはんを毎日食べる習慣があると、小学生でも中学生でも
学力テストの正答率が高い！

朝ごはんを毎日食べる習慣があると、男女関係なく体力
合計点が高くなる。

小・中学生編

出典：平成２９年度 食育白書 より一部抜粋

展示の様子 

掲載記事 

朝食を食べる習慣の重

要性について、小中学

生の学力や体力テス

ト、大学生の受験結果

などの調査をベースに

した内容を作成↓ 




